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はじめに

地質標本館は地質調査所の筑波移転を契機とし
て建設され，開館からすでに23年が経過しました．
地質標本館では常時約900点に及ぶ岩石・鉱物・
化石の一般分類展示を見ることができます．我が
国ではこれだけの規模の分類展示がなされている
博物館は存在せず，そのためこの展示は地質標本
館の特色の1つとなっています．内外の見学者か
ら分類展示標本のカタログの要望も多く，既に岩
石標本と化石標本についての標本リストと展示解
説が本誌に掲載されました（山田・松原, 1988；尾
上ほか, 1989a；神戸ほか, 1989；佐藤ほか, 1989；
尾上ほか, 1989b）．このたび鉱物標本リスト（第1
表）を，岩石・化石とほぼ同様のスタイルで公表す
ることになりました．地質標本館の展示設計は，昭
和48年に地質調査所内に設置された「地質標本館
レイアウト小委員会」により検討され，その中で鉱
物の一般分類展示については，当時所員だった松
原秀樹氏と坂巻幸雄氏が担当しました．開館後は，
標本館の鉱物担当者が展示品の交換，ラベルの更
新，展示台の交換を随時行ってきました．今後も
展示品はよりよいものへと更新されていく予定で
す．なお，今回掲載される鉱物リストは2003年8月
現在のものです．

展示の概要

国内外の鉱物から，大きさ・美しさなどの点で特
徴のある標本約340点を選び，それらを化学組成
に基づく系統分類法に従って第4展示室のウォー
ルケース内に配列しました（写真1）．この鉱物分類
展示は，国内で最も展示標本数が多いものです．

標本数が最も多い分類群は珪酸塩鉱物（113点）
で，以下硫化鉱物（58点），酸化鉱物（52点）と続き
ます．これらの分類群だけで，展示品の約65％が
占められます．産地の観点からみると，約7割の標
本が日本産です．特に，現在では閉山した国内の
鉱山からの第一級の標本が多く含まれることが特
徴です．標本は所員が採集したもの以外に，購入
や寄贈によるものがあります．これらの標本の中に
は有名な鉱物研究家（今吉隆治氏・木下亀城氏・
岡本要八郎氏など）の個人コレクションも含まれて
います．以下に各分類群の簡単な解説と是非見て
いただきたい標本の紹介を行います．

1. 元素鉱物

単一の元素からできている鉱物，および複数の
元素が合金となっている鉱物．例えば自然金（Au），
自然銀（Ag）などです．同じ組成でも結晶構造が
異なれば別種の鉱物として扱います（多形と呼ば
れます）．ダイヤモンドと石墨（ともにC）はそのよい
例です．元素鉱物の種類は多くはありません．
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写真1 地質標本館第4展示室，鉱物分類展示の一部．
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写真2 黄鉄鉱（Pyrite）: FeS2（GSJ M694）六面体結晶の
集合．横5cm．

【自然金“モンスターゴールド”】宮城県気仙沼市 鹿折
ししおり

鉱山 GSJ M14585（口絵写真1）

日本最大の自然金で，地質標本館の目玉のひと
つです．本標本は，元所員の徳永重元氏により地
質標本館の開館にあわせて寄贈されたもので，発
見のいきさつとその後については徳永（1980, 1991）
に紹介されています．寄贈者の父徳永重康氏が鹿
折鉱山に技師長として赴任していた明治37年に産
出しました．同年に米国セントルイスで開催された
万国博覧会に出品され，銅メダルを得ました．現
在展示されている標本（総重量は約362g）は万国
博覧会に出品されたものの一部分（約6分の1）で
す．もとの標本の総重量は約2kgと推定されてい
ます．鹿折鉱山は慶長年間に発見されました．そ
の後明治36年に本格的に再開発され，明治39年
には金58.7kg，同41年には64kgの金を産出し，小
坂鉱山や院内鉱山と並ぶ東北地方の三大金山ま
でに発展しました．時の首相 桂　太郎は日露戦争
において，この鉱山の発見により「帝国の軍費は大
丈夫だ」ということを前線に流し，士卒の士気をあ
おろうとしたという話が司馬遼太郎氏の「坂の上の
雲」におさめられています．鉱床は古生代ペルム紀
の砂岩・粘板岩互層中の石英脈です．ちなみに，
世界最大の自然金は，オーストラリアのニューサウ
スウェールズ地方で採取されたもので，重さ90kg，
人頭大の大きさとのこと．

2. 硫化鉱物

硫黄（またはセレン，テルル，砒素，アンチモン，
蒼鉛）と金属～半金属元素とが結合している鉱物．
硫化鉱物は，単純金属硫化物（例；黄鉄鉱 FeS2，
写真2），硫塩鉱物（例；車骨鉱 PbCuSbS3），半金
属硫化物（例；鶏冠石 AsS）に細分されます．半金
属元素は砒素・アンチモン・蒼鉛などがあります．
また硫塩鉱物とは，金属元素・半金属元素・硫黄
からなる複硫化物のことです．硫化鉱物は，一般
的に，金属光沢が強く，重く，不透明です．銀・水
銀・銅・鉛・亜鉛・モリブデンなど重要な金属の鉱
石の大部分がこの分類群に属しています．

【黄銅鉱“三角式黄銅鉱”】秋田県仙北郡協和町 荒川鉱

山 GSJ M44（口絵写真2）

三角式黄銅鉱とは，黄銅鉱の結晶で{111}面が

偏倚発達し三角板状や針状の外形を示す結晶で，
東北日本の第三紀鉱脈型鉱床から特に立派な標本
が産出しました．荒川鉱山からは明治の初め頃産
出しました．その後同様なものが昭和25年頃に青
森県船打鉱山からも産出し，元所員の砂川一郎氏
により結晶形態学的研究（砂川, 1951）が行われま
した．

【輝安鉱】愛媛県西条市 市ノ川鉱山 GSJ M371（口絵

写真3）

市ノ川鉱山産輝安鉱は，日本に産する鉱物の中
で世界的に最も有名なもので，あたかも日本刀のよ
うな美しい巨大結晶は他に例がありません（最近
中国湖南省よりこれに次ぐ標本が産出していま
す）．明治14～15年頃採集された結晶の多くは標
本として海外に輸出され，世界各地の自然史博物
館で必ずといってよいほど展示されています．輝
安鉱はアンチモンの代表的な鉱石鉱物です．市ノ
川鉱山は1630年に発見されました．輝安鉱結晶が
大量に採掘されたのは，明治，大正から昭和初期
にかけての時代で，昭和32年に閉山しました（高
田, 1997）．鉱床は，三波川結晶片岩と結晶片岩礫
からなる市ノ川礫岩層を切る断層に沿う輝安鉱－
石英脈です．鉱脈の幅は30～50cmと狭く，巨大
な結晶は脈の延長方向に成長したものです．

3. ハロゲン化鉱物

フッ素・塩素などのハロゲン元素と結合してい
る鉱物．ハロゲン元素と結合していても，酸素酸
基を持つ場合はそれらの分類群に入れられます．
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写真3 蛍石（Fluorite）: CaF2（GSJ M18353）八面体の劈
開片．一辺の長さ最大7cm．

代表例は蛍石（CaF2，写真3）と岩塩（NaCl）です．
ハロゲン化鉱物は，一般的には透明で，ガラス光沢
があります．水に溶けるものもあります．このグル
ープの種類は多くはありません．

4. 酸化鉱物

酸素（または水酸基[OH]-）が陰イオン，他の元素
が陽イオンとなって化合している鉱物．代表例は石
英（SiO2）．単純酸化物・複酸化物・水酸化物に3
大別されます．一般に透明感があり，硬度の高いも
のが多いです．資源として重要な赤鉄鉱（Fe2O3）・
磁鉄鉱（Fe3O4）・軟マンガン鉱（MnO2）・錫石
（SnO2）・閃ウラン鉱（UO2），自然の造形の粋 水晶
（石英の自形結晶，写真4），宝石として珍重される
ルビー，サファイア（鉱物名は鋼玉（コランダム）；
Al2O3）など，日常生活に関係の深い鉱物が多く含ま
れます．

【水晶（日本式双晶）】山梨県甲府市黒平
くろべら

水晶峠 GSJ

M1758（口絵写真4）

山梨県甲府地方の水晶の日本式双晶は，愛媛県
市ノ川鉱山産輝安鉱とともに，日本を代表する鉱
物標本です．日本式双晶は，水晶の双晶の1形式
であり，2固体が84 3゚4′傾き，（11－22）面を接合面
として双晶し，V字型を示します．日本式双晶は，
結晶の形が平板状になることが多いです．日本産
標本が詳しく研究されたため，日本式双晶と名付
けられました．本標本の双晶は比較的小ぶりです
が，多くの他の水晶の中でもかわいらしくV字型結
晶を示しており，石英脈中の産状がよく分かる標本

です．第4展示室の今吉標本のコーナーには，より
大きな日本式双晶の水晶（山梨県東山梨郡牧丘町
乙女鉱山 GSJ M16638）が展示されています．

5. 炭酸塩鉱物

化学の言葉で「基」と呼ばれるものがあります．2
種類以上の元素が強く結合して1つの単位を作っ
ていると見なされるものです．ある元素（仮にMと
する）と酸素からなる基を酸素酸基［MxOy］と呼び
ます．これ以降最後の分類群まで，鉱物がどのよ
うな酸素酸基を持っているかという観点で分類さ
れています．炭酸塩鉱物は炭酸基[CO3]2-を持つグ
ループです．方解石（CaCO3）がその代表例です．
炭酸基と珪酸基の両方を含むものは珪酸塩鉱物と
して扱われることがふつうです．炭酸塩鉱物は一
般的には，透明感があり，塩酸に侵され（発泡して
炭酸ガスを遊離する），硬度が4以下と低いです．
方解石・ドロマイトは，それぞれ石灰岩・苦灰岩な
どの炭酸塩岩の主成分となっていて，産業的にも
重要です．

【霰石
あられいし

】島根県大田市 松代鉱山 GSJ M10642（写真5）

松代鉱山産霰石は，国の天然記念物に指定され
た数少ない鉱物の1つで（昭和34年に指定），貫入
三連晶による六角柱状結晶が放射状に集合して球
状の団塊をつくっています．新第三紀中新世のデイ
サイト質凝灰岩に胚胎する石膏鉱床をとりまくベン
トナイトから産出しました．鉱山の最盛期には，霰石
は多量に産出し，石膏に混じって出てくる不純物と
して鉱山では捨て場に困っていたそうで，付近の道

写真4 水晶（Quartz）: SiO2（GSJ M14493）結晶の高さ
29cm．
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写真6 石膏（Gypsum）: CaSO4･2H2O（GSJ M10503）長さ
73cm．

写真5 霰石（Aragonite）:CaCO3（GSJ M10642）長径
31cm．

路にいくらでも落ちていたそうです（高田，2001）．

6. 硫酸塩鉱物

硫酸基[SO4]2-を持つグループです．代表的なも
のとしては石膏（CaSO4・2H2O）や重晶石（BaSO4）
があります．透明なものがほとんどで，硬度は高く
なく，水に溶けやすいものがかなりあります．また
脱水や潮解

ちょうかい

（大気中の水蒸気を吸収してそれに溶
解する現象）するものがあります．金属鉱床のまわ
りや地熱地帯に発達する変質帯などに，しばしば
産出します．また，地表近くで硫化鉱物の分解によ
ってできるものも多いです．

【石膏】島根県簸川
ひかわ

郡大社町 鵜峠
う ど

鉱山 GSJ M10503

（写真6）

長さ73cmに達する両端のそろった直刀状の素
晴らしい結晶です．石膏の巨晶は，海外ではメキ
シコ チワワ州のナイカ鉱山産が有名で，米国のス
ミソニアン自然史博物館では，同鉱山産石膏の長
さ1.5～2mの剣のような巨晶が15本程度，針山の
ように展示されています．このように海外では石膏
巨晶は珍しくないのかもしれませんが，日本で産出
した石膏の結晶では，この標本が最大です．新第
三紀中新世の緑色凝灰岩中に胚胎する石膏鉱床
に伴うモンモリロン石質粘土中より産出しました．
元所員の砂川一郎氏が鵜峠鉱山を調査した際に，
坑夫長宅の床の間の刀懸けに飾ってあった標本を
見て是非地質調査所に寄贈して欲しいとお願いし
て譲り受けたもので，結晶のサイズにみあう木箱を
作ってもらい東京まで持ち帰ったとのことです（砂
川, 1990）．

7. 硼酸塩鉱物

硼酸基を持つグループです．硼酸基の形には変
化が多く，20種類以上知られています（例えば
[BO3]3-，[BO4]5-，[B2O5]4-など）．代表例としては
曹灰硼石（テレビ石の俗称で知られている；
NaCaB5O6（OH）6・5H2O）があります．珪酸基が
含まれれば珪酸塩鉱物に分類されます．硼酸塩鉱
物の種類は少なく，無色透明で，白色のものが多い
です．日本にはあまり産出しません．資源としては
大陸の乾燥地帯のものが重要です．（つづく）
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第1表　鉱物分類展示用標本リスト（地質標本館第4展示室）．
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